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お役に立つ情報をお届けします。
　　　忙しいビジネスのお手を少し休めて、お読みいただければ幸いです。

あなたとの出会いが an at t rac t ive  oppor tun it y  となるように願い at t rac t ive通信と名付けました。
　　　　　　　　　

    学資保険を扱う私たちはよく、教育投資という

言葉をたびたび耳にします。

教育は投資なのかな？　という疑問はさておき、  

先日、収入格差による　教育進学率の話が取り上

げられていました。

「未塾児」などとの言葉ができたように、学校と

は別に塾に掛かる費用は少なくありません。

塾に行かなければ入試対策は不可能に近い現状を

考えれば、これこそ投資なのかもしれないかと思

いますが、実際に高卒と大卒の生涯年収は金額で

見ると、統計からは 4600 万円ほどの差があるそ

うです。一概には言えないと思いますが、生涯年

収で２割の差がでるそうです。実際に求人する企

業人材募集も、大卒初任給と高卒初任給は分けら

れ、違うことが多いです。

教育投資に関する一考察
～お金のために働くと幸せになれない～

                                                                                                  

   しかし、私たちは学歴にかかわらず、立派に働いている人達をたくさん知っています。

実際　大学で学んだことが社会で役に立っていると、実感していない人もおみえと思います。あな

たはいかがですか？

学資保険を検討される多くの方々は、子供が一定年齢になった時に、親の経済的理由で子供たちの

進学や可能性の芽を、できる限り摘みたくないと思っています。

理屈では、進学することにより視野が広がる、出会いがあるなどと言われても　ピンとこない子供

たちも多いのではないでしょうか。ただ明確に答えを出せる子供たちも少ないと思います。

私は叔父が強豪と言われる高校野球の監督をしていたのですが、多く特待生が、地元の期待を背負っ

た球児たちでさえも、肩を壊したらおしまいだな、と子供心に思ったことがあります。


